
ヨ
シ

ヨ
シ
ダ
モ
ト
シ
ゲ
吉
田
元
茂

辺

倒
桝
初
め
肱
繁

一

ヨ
シ
ダ
モ
リ
ヨ
シ

吉
田
守
好

隠
必
の
人
。
沼
一

助
、
俊
平
兵
衛
。
一
前
蛮
竪
。
父
は
方
本
。
元
利
九

一
群
孫
兵
衛
。
前
川
利
家
に
涜
子
で
仕
へ

、
越
前
府
中

一

年
二
般
に
し
て
父
の
後
を
受
け
、
後
治
知
三
刊
石
に

一
に
従
う
て
肱
百
石
を
交
け
、
後
肌
子
利
回
目
に
越
中
守

一

復

L
、
家
訟
の
射
技
を
議
〈
し
て
誌
に
二
百
討
を
加

一
山
に
殺
し
、
殴
長
二
年
間
担
。

子
孫
滞
に
靴
製
す
る
。

一

へ
、
殴
安
二

4
射
手
聞
と
な
り
、
成
治
二
年
先
弓
凶

一

ヨ
シ
ダ
ヤ
ガ
マ

吉
田
屋

窯

大

型
寺
の
町
人
育

一

に
准
み
、
射
手
間
を
品
川
ね
た
。
元
政
凶
年
七
J
I

併
な

一
旧
居
間
同
布
街
門
が
、
九
谷
鋭
を
復
興
せ
ん
が
岱
に
起

一

以
て
残
U

一
し
た
附
紫
で
、
文
政
六
年
か
ら
江
沼
樹
九
谷
で
初
め

一

ヨ
シ
ダ
モ
リ
h
F
ケ
吉
田
守
武

泊
棋
泡
向
。

一
一
て
之
を
附
い
た
。
然
る
に
そ
の
地
が
山
聞
の
僻
阪
で
一

説
守
紹
。
父
守
長
の
夜
後
越
知
の
中
四
百
五
十
石
を

一
不
似
で
あ
っ
た

酌
ら
、
之
を
山
代
に
移
し
、
九
年
八

一

段
ぎ
、
前
倒
綱
紀
に
仕
へ

、
承
臨
二
年
大
小
作
制
に

一
』
そ
の
初山
知
を
聞
い
た
。
こ
の
慌
の
製
は
石
践
で
、

一

列
し
、
寛
文
八
年
台
所
奉
行
と
な

0
、
出〈和
三
年
組

一
背
色
系
の
修
制
を
則
ひ
、
山
代
伎
と
言
う
た
が
、
品川

一

外
呑
測
に
巡
み
、
一
沌
椴
六
年
奴
。

一
人
は
新
九
谷
と
も
古
川
原
九
谷
と
も
秘
し
た
。
係
右

一

ヨ
シ
ダ
モ
リ
ナ
ガ
吉
田
守
長

憩

内

」
解
し
、

一
術
門
の
後
、
五
郎
作
偲
右
衛
門

・
仙
厳
m
w
右
衛
門
を

一

医
長
41
五
年
前
川
利
回目
に
お
附
で
付
へ

、
父
守
政
の

一
料
、
布
市
川
剛
山
間
右
術
門
に
一
主
り
家
滋
袋
へ

、
天
保
六

一

夜
後
H
A
の
称
六
~白
石
を
袈
ぎ
、
大
坂
の
役
に
は
大
小

一
日中
昭一…を
宮
本
長
字
右
衛
門
に
桜
っ
た
。

一

時
訪
問
山
と
な
っ
て
刺
協
に
従
ひ
出
附
L
、
そ
の
後
役

一

ヨ
シ
ダ
ヤ
デ
ン
エ
モ
ン

吉
田
屋
儒
右
衛
門
大

一

に
は
玉
造
口一
射
際
に
於
い
て
敵
泊
一
つ
を
鐙
た
o
正

一
辺
寺
の
人
o
初
名
三
太
郎

・
停
次
郎
、
誌
は
成
元
。

一

保
凶
年
波
。

一
段
川
氏
。
貸
出
町
二
年
四
且
十
五
日
中
山
ま
れ
、
明
和
七

一

ヨ
シ
ダ
モ
リ
ナ
ホ
吉
田
守
一旦

泊
料
夜
中
。
守

一
年
十
且
家
符
を
焚
け
て
裾
治
を
栄

ι
L
、
文
化
入
年

一

武
の
子
。

父
の
称
凹
凶
泊
十
石
を
裂
い
で
附
抑
制
肥
料
に

一
日比
』
限
目
。
文
政
六
年
以
降
そ
の
則
自
の
一
院
を
以
て

一

列
し
、
近
討
論
・
先
間

m・
異
風
説
許
に
限
任
L
、
手

一
刷出
陶キ一
計
出
し
、
七
年
九
谷
に
青
山
屋
京
、
そ
聞
き
、

一

保」
t
九
年
九
且
サ
九
日
六
十
六
段
を
以
て
残
し
た
。

一
九
年
之
な
山
代
に
修
し
た
。
似
右
衛
門
怖
を
早
水
制

一

ヨ
シ
ダ
モ
リ
ナ
ホ
吉
田
守
向

沼
紛
勘
右
術
門
。
一
水
に
、
詩
文
を
京
の
久
川
玄
附
に
、
警
を
問
氷
川
悦

一

滞
士
仲
入
矢
の
県
力
で
あ
っ
た
が
、
安
氷
苅
年
本
剣

一
間
に
、
利
献
を
問
小
川
一線
部
に
以
び
、
縮問日
・茶
道
・
一

奥
力
に
列
し
、
政
百
八
十
石
を
受
付
た
o
そ
の
者
に

一
指
花
拙
び
に
之
を
能
く
し
、
柳
町耳目・道
紀
・
越
路
石

一

ヨ
シ
ノ
キ
ザ
カ
吉
野
木
坂

江
沼
部
様
楽
寺
の

槌
見
拙
別
府
が
あ
る
。

，

一

翁
の
脱
が
あ
っ
た
o
文
政
十
年
間
六
且
九
日
七
」
i
六

一
う
ち
三
促
か
ら
、
黒
附
の
総
務
に
出
る
聞
の
坂
路
。

ヨ
シ
ダ
モ
リ
マ
サ
吉
田
守
政

辺
製
数
町
内

・
長

一
肢
を
以
て
問
問
。

一

ヨ
シ
ノ
ゴ
ウ
吉
野
田
岬
湖
上
臨
柳
田
町
録
の
大
怨
偲

隊
。
守
好
の
子。

前
川
利
旧民
に
隠
版
荒
子
で
仕
へ

、

一

ヨ
シ
ダ
ヨ
シ
シ
ゲ

吉

田
淑

淀

通
裕
氏
五
郎

-m一
に、

『主
z
加
州
河
内
正

青
野
郷
。
愛
且共
郎
総
幽
寂

越
前
府
中
に
従
ひ
て
百
五
十
石
を
受
け
、
石
助
山・

一
一午
O

腿
栢
左
門
の
子
で
、
吉
間
波
茂
の
子
左
兵
衛
茂

一
泊
z

安
部ベ

得
v

苑
耐
町
駕
O
』
と
あ
る
が
、
宮
町
野
郷
と

闘
Y柳
・出
耐
石
松
紋
・
八
託
子
・大山
揖
寺
荷
役
に
従
う

一
例
に
益
は
れ
た
も
の
O

M

入
の
治
知
百
石
を
減
じ
て
六
一

い
ふ
の
は
な
い
o
こ
与
で
は
苦
野
村
を
低
め
か
し
て

て
功
を
立
て
、
足
制
服
・
絵
師
晴
行
に
目
前
越
し
、
純
明

一
百
治
十
石
を
受
け
、
天
保
十
二
年
正
且
隠
居
し
て
十

一
惑
い
た
に
過
ぎ
ぬ
。

し
て

五
肖
班
十
石
と
な
り
、
別
に
千
似
を
似
は
つ

一
双
人
扶
持
を
胤
(
へ
ら
れ
た
。

一

ヨ
シ
ノ
ザ
ン
ザ
エ
モ
ン
吉
野
三
左
衛
門

前
倒

た
。
元
和
一
冗
年
授
。

ヨ
シ
ツ
グ
吉
次

加
引
の
万
工
。
吉
次
又
は
加

一
利
長
に
仕
へ
て
三
百
石
を
領

L
、
自
問
国
院
御
附
と
な

吉
野
石
川
郡
河
内
皮
に
臨
す
る
部
軒
。

ヨ
シ
ノ
カ
ツ
ヒ
デ

吉
野

一
英

活

税
者
八
郎
。

初
郎
一

努
。
元
純
一
一
年
前
倒
綱
紀
に
召
出
さ
れ
て
御

奥
小
将
と
な
り
、
三
年
二
且
新
知
二
百
石
を
受
け
、

組
外
・
大
小
将
に
締
じ
、
同
年
十
且

又
百
五
十
石
を

加
へ

、
前
凶古口
徳
御
附
御
小
将
・同
御
附
御
先
筒
到
・

御
表
御
先
筒
政
を
能
、
写
保
J
I

年
三
一
白
石
を
楠
し
、

元
文
四
年
三
且
五
日
夜
し
た
。

ヨ
シ
ノ
ガ
ハ

吉
野
川

石
川
郡
吉
野
附
近
に
於

け
る
手
取
川
を
い
ふ
の
で

あ
ら
う
。
廻
凶
新
記
に

『
ほ
と
け
の
原
と
い
へ
る
所
を
尚
侍
る
と
て
云
々
。

宮
町
野
川
と
い
へ
る
院
に
い
た
り
て
よ
め
る
。
妹
背
山

あ
り
と
は
き
か
ず
こ
与
に
し
も
よ
し
の
L

川
山
名
に

統
れ
つ
ミ
。
』
と
あ
る
。

ヨ
シ
ノ
キ
コ
ウ
吉
野
組
行

一
加
。

IX
政
イ
一
一
一

年
間
三
且
廿
六
日
金
制
仲
か
ら
石
川
郡
吉
野
に
来
っ
た

紀
郡
で
、
序
文
に
林
口
説
戯
訟
と
あ
り
、
容
末
に
助抑制

師
閃
祐
吉
町
川
・自
草
林
百
前
校
と
し
た
記
事
が
あ
る
。

但
L
本
裂
の
主
製
郎
分
を
な
す
沿
道
及
び
青
山
町
十
景

の
刷
伎
は
、
矢
田
際
誌
の
青
野
十
即
日
遊
山
比
例
記
か
ら

そ
の
ま

hmし
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。

州
佐
藤
原
苦
次
と
切
る
。
永
正
町
一
。

ヨ
シ
ナ
ガ

吉

長

加

到
の
刀
工。
育
長
と
切
る
。

明
郎
頃
。
ョ
、γ
J

ヨ
シ
ノ
セ
キ
シ
ヨ

吉
野
関
所

石
川
山
青
山
町
に

在
っ
た
。
滞
附
官
服
泊
考
に
、
は
永
十
七
年
こ
h

に

闘
所
を
設
け
、山削

m平
左
衛
門
を
し
て
守
ら
せ
た
が
、

間
お
が
め
っ
た
の
で
後
に
木
的
に
移
し
た
。
そ
の
移

聴
は
必
治
ご
年
平
左
術
門
の
死
去
前
で
あ
ら
う

ι
記

す
る
。
但
し
流
氷
二
年
正
且
十
村
吉
野
村
甚
七
の
包

上
に
は
、
吉
野
山
闘
併
は
寛
永
十
八
年
に
初
り
、
一止

保
元
年
ま
で
は
足
削
聞
の
み
で
あ
っ
た
が
、
同
年
四
H
A

前
山
平
左
衛
門
正
次
が
奉
行
と
な
h

り
、
市
山
治
二
年
正

次
残
し
て
子
平
左
衛
門
官
立
後
を
受
け
、
見
文
元
年

之
を
木
市
に
移
し
た
と
す
る
。

ヨ
シ
ノ
生
パ
コ
吉
野
煙
草
石
川
郡
菅
野
で
産

し
た
純
草
を
い
ふ
。
北
凶
巡
杖
記
に
『
菅
野
と
い
へ

八
九
九

っ
て
浅
野
光
成
か
ら
三
官
白
石
を
加
へ
ら
れ
た
o
子
孫

相
総
い
で
滞
に
仕

へ
る
。

ヨ
シ
J
ジ
ツ
ケ
イ

吉
野
十
景

石

川

泌
吉
野
附

近
の
十
勝
で
、
太
白
山・
飛
筒
岩
・同
且
他
・鉢
印
刷
的
・

虎
狼
山
・
白
布
襟
仙
主
的
-
前
門
扱
・
且
影
搾
・雲間山

山
で
あ
る
o
越
殺
到
一
ニ
州
志
に
明
的
の
祇
陀
寺
に
ヤ
-

っ
た
同
選
じ
た
と
あ
る
引
が
、
明
的
の
そ
こ
に
日
た
こ

と
は
、
一
制
上
聯
M
H
録
に
も
本
朝
両
品川似
に
も
見
え
ぬ
。

叉
大
徳
行
品開
に
は

『
界
内
敏
竪
有
一
-m
埠王
的
法
界
M
M

阪
且
到
白
玉
泉
町
守
十
筑
-
』
と
な
っ
て
府
る
。

ヨ
シ
ノ
ジ
ツ
ケ
イ
ユ
ウ
ラ
ン
ズ
キ
吉
野
十
景
遊

日
比
固
記
一
加
。
吉
野
十
知
巡
見
記
と
も
い
」
。
矢

田
民
政
務
。
石
川
柑
菅
野
な
る
祇
陀
寺
の
詰
刷
、
及

び
育
川町
の
十
沼
を
遊
覧
し
て
之
を
削
L
、
そ
の
附
近

の
名
所
を
明
か
註
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
序
文
に
抱

政
壬
子
卯
の
花
且
ニ
イ
日
間
如
翁
戯
部
、
拠
に
行
年

七
十
五
回
如
制
と
記
す
o
ま
た
器
地
に
、
安
政
七
年

況
且
野
々
市
の
十
村
少
左
衛
門
等
が
加
山
し
た
'M
山

村
附
近
の
名
所
に
闘
す
る
部
上
を
裕
附
し
た
本
も
あ

る。


